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難病及び小児慢性特定疾病の新たな医療費助成制度について

○ 医療費助成の対象疾患の拡大

○ 対象疾患（指定難病の要件に該当する疾患は対象とする）

・ 難病：５６疾患 → 約３００疾患（現時点で想定される疾患数）

・ 小慢：５１４疾患 → 約６００疾患（現時点で想定される疾患数）

○ 受給者数

難病＋小慢：約８９万人（平成２３年度）→ 約１６５万人（平成２７年度）（試算）

・ 難病：約７８万人（平成２３年度） → 約１５０万人（平成２７年度）（試算）

・ 小慢：約１１万人（平成２３年度） → 約１４．８万人（平成２７年度）（試算）

年 度 平成23年度（実績） 平成25年度（見込） 平成27年度（試算）

総事業費 約１，４４０億円 約１，６００億円 約２，１４０億円

難病
事業費
（国費）

約１，１９０億円
（約２８０億円）

約１，３４０億円
（約４４０億円）

約１，８２０億円
（約９１０億円）

小慢
事業費
（国費）

約２５０億円
（約１２５億円）

約２６０億円
（約１３０億円）

約３２０億円
（約１６０億円）

○ 委員会報告書の考え方に基づく医療費助成の事業規模（試算）



☆新たな医療費助成における自己負担限度額（月額） （単位：円）

階
層
区
分

階層区分の基準

（（ ）内の数字は、夫婦２人子１人世帯の場合
における年収の目安）

自己負担限度額（患者負担割合：２割、外来＋入院）

原則 既認定者【経過措置３年】

一般 重症
（※）

一般
現行の
重症患者人工呼吸器等

装着者
人工呼吸器等
装着者

Ⅰ 生活保護 0 0 0 0 0

Ⅱ 市町村民税
非課税
（世帯）

低所得Ⅰ（～80万円） 1,250 1,250

500

1,250
1,250

500

Ⅲ 低所得Ⅱ（80万円超～） 2,500 2,500 2,500

Ⅳ
一般所得Ⅰ：市町村民税課税以上

約7.1万円未満
（約200万円～約430万円）

5,000 2,500 2,500

2,500
Ⅴ

一般所得Ⅱ：市町村民税約7.1万円以上
約25.1万円未満

（約430万円～約850万円）
10,000 5,000 5,000

Ⅵ
上位所得：市町村民税約25.1万円以上

（約850万円～）
15,000 10,000 10,000

入院時の食費 １／２自己負担 自己負担なし

小児慢性特定疾患に係る新たな医療費助成の制度

※重症：①高額な医療が長期的に継続する者（医療費総額が５万円／月（例えば医療保険の２割負担の場合、医療費の自己負担が１万円／月）を超える月が年間６回以上ある場合）、
②現行の重症患者基準に適合する者、のいずれかに該当。

○ 自己負担の割合：現行の３割（就学前児童は２割）⇒２割
○ 自己負担の限度額（月額）：
・症状が変動し入退院を繰り返す等の小児慢性特定疾患の特性に
配慮し、外来・入院の区別を設定しない。

・受診した複数の医療機関等（※）の自己負担をすべて合算した上
で自己負担限度額を適用。
※ 薬局での保険調剤及び医療保険における訪問看護ステーションが行う訪問看護を含む。

○ 入院時の標準的な食事療養に係る負担：
１／２を自己負担、残りの１／２を公費負担

○ 所得を把握する単位：医療保険における世帯。
○ 所得を把握する基準：市町村民税（所得割）の課税額。
○ 同一世帯内に複数の対象患者がいる場合：

世帯内の対象患者の人数で負担限度額を按分。
○ 既認定患者：経過措置（３年間）を設ける。

【ポイント】



高額療養費制度
（現行・70歳未満）

原 則

自己負担割合：就学前２割・就学後３割 自己負担割合：２割

＊所得の目安は、
夫婦子一人
世帯の場合

外来＋入院
＊所得の目安は、
夫婦子一人
世帯の場合

外来+入院

一般 重症（※） 人工
呼吸器等
装着者

低所得
市町村民税非課税

35,400円
［多数該当24,600円］

低所得Ⅰ
市町村民税
非課税

～年収80万

1,250 1,250

500

低所得Ⅱ
市町村民税
非課税

～年収200万

2,500 2,500

一般所得
～年収770万

80,100円＋（医療費－
267,000円）×1%
［多数該当44,400円］

一般所得Ⅰ
市町村民税
課税以上
～約7.1万円

（～年収430万）

5,000 2,500

一般所得Ⅱ
市町村民税
～約25.1万円
（～年収850万）

10,000 5,000

上位所得
年収770万～

150,000円＋（医療費－
500,000円）×1%
［多数該当83,400円］

上位所得
市町村民税
約25.1万円～
（年収850万～）

15,000 10,000

食費：全額自己負担 食費：１／２を自己負担

（参考）
健康保険における入院時の食費
・一般世帯：260円／食
（この他、所得等に応じ210円、160円）

（単位：円） （単位：円）

新規認定者における小児慢性特定疾病の新たな自己負担について

※ 「重症」は、難病の医療費助成制度の「長期かつ高額」のほか、
現行基準での重症患者も含む。



現行 （単位：円） 経過措置（３年間）（単位：円） 原則（単位：円）

自己負担割合：就学前２割、就学後３割 自己負担割合：２割 自己負担割合：２割

＊所得の目安は、
夫婦子一人世帯の場合

外来 入院

＊所得の目安は、
夫婦子一人
世帯の場合

外来+入院

＊所得の目安は、
夫婦子一人
世帯の場合

外来+入院

重症患者
（15,996人、14.4％）

0 0 一般 現行の
重症患者

一般 重症(※)
人工呼吸器等
装着者

人工呼吸器等
装着者

Ａ階層
(13,526人、12.1％）
市町村民税非課税

0 0

低所得Ⅰ
市町村民税
非課税

～年収80万

1,250

1,250

500

低所得Ⅰ
市町村民税
非課税

～年収80万

1,250

500

低所得Ⅱ
市町村民税
非課税

～年収200万

2,500

低所得Ⅱ
市町村民税
非課税

～年収200万
2,500

Ｂ階層（～年収232万）
（12,568人、11.3％）

1,100 2,200

一般所得Ⅰ
市町村民税
課税以上
～約7.1万円

（～年収430万）

2,500

2,500

一般所得Ⅰ
市町村民税
課税以上
～約7.1万円

（～年収430万）

5,000 2,500

Ｃ階層（～年収251万）
（2,148人、2.0％）

1,700 3,400

Ｄ階層（～年収286万）
（4,066人、3.7％）

2,100 4,200

Ｅ階層（～年収372万）
（10,717人、9.6％）

2,750 5,500

Ｆ階層（～年収457万）
（11,403人、10.2％）

4,650 9,300
一般所得Ⅱ
市町村民税
～約25.1万円
（～年収850万）

5,000
一般所得Ⅱ
市町村民税
～約25.1万円
（～年収850万）

10,000 5,000

Ｇ階層（年収457万～）
（39,683人、35.6％）

5,750 11,500 上位所得
市町村民税
約25.1万円～
（年収850万～）

10,000
上位所得
市町村民税
約25.1万円～
（年収850万～）

15,000 10,000

食費：負担限度額内で自己負担（実質負担なし） 食費：自己負担なし 食費：１／２を自己負担

（参考）健康保険における入院時の食費
・一般世帯：260円／食（この他、所得等に応じ210円、160円）

既認定者における小児慢性特定疾病の新たな自己負担について

（参考） （ ）内の数値は、平成24年度４月時点における受給者数
及び全受給者（111,374人）に対する構成割合（母子保健課調べ）

※ 「重症」は、難病の医療費助成制度の「長期かつ高額」のほか、
現行基準での重症患者も含む。



「小児慢性特定疾病」の選定の検討の進め方
１．基本的な考え方

○ 日本小児科学会において、患者団体からの要望等も参考にして幅広く検討された医療費助成の
新規対象疾患の候補を検討の対象とする。

（参考）
・ 医療費助成の対象となる「小児慢性特定疾病」については、診断基準があるものから選定。

・ また、以下の４要件の全てを満たすものを選定。

① 慢性に経過する疾患であること

② 生命を長期にわたって脅かす疾患であること
③ 症状や治療が長期にわたって生活の質を低下させる疾患であること
④ 長期にわたって高額な医療費の負担が続く疾患であること

２．当面の対応

○ 医療費助成の対象となる小児慢性特定疾病の選定については、法案が成立後速やかに社会保障審
議会児童部会小児慢性特定疾患児への支援の在り方に関する専門委員会を開催し、委員による議論
を行う。

○ 対象疾病として新規に選定された疾病を含め、小児慢性特定疾病として指定されたものについては
平成27年１月より新制度の医療費助成を開始する。



２０１４年度
（平成２6年度）

２０１5年度
（平成２7年度）

小児慢性特定疾病対策に係る法律の施行について

通常国会

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
法
成
立
（
５
月
２
３
日
）

改
正
法
施
行

1月
○制度の運用を決
定

・政省令等による医
療費助成支給の手
続等の決定

・社会保障審議会の
専門委員会におい
て対象疾病の選定
等を行う。

制度の詳細・運用
を決定

新
規
疾
病
の
患
者
も

含
め
対
象

○ 平成27年1月～：既存疾病と新規疾病について、新たな医療費助成を実施

・ 「持続可能な社会保障制度の確立を図るための改革の推進に関する法律」（平成25年法律第112号）において、必要な措置を「平成26年度を目途に講
ずる」とされていること、及び新規疾病の選定には準備期間が必要であることを踏まえ、平成27年1月から施行。

準備期間



一
頁

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
対
策
関
係
）
（
抄
）

目
次第

一
章

（
略
）

第
二
章

（
略
）

第
一
節

療
育
の
指
導
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
等

第
一
款

療
育
の
指
導
（
第
十
九
条
）

第
二
款

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給

第
一
目

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
（
第
十
九
条
の
二
―
第
十
九
条
の
八
）

第
二
目

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
（
第
十
九
条
の
九
―
第
十
九
条
の
二
十
一
）

第
三
目

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
（
第
十
九
条
の
二
十
二
）

第
三
款

療
育
の
給
付
（
第
二
十
条
―
第
二
十
一
条
の
三
）

第
四
款

雑
則
（
第
二
十
一
条
の
四
・
第
二
十
一
条
の
五
）



二
頁

第
二
節
～
第
八
節
（
略
）

第
三
章
～
第
八
章

(

略)

附
則

第
六
条

こ
の
法
律
で
、
保
護
者
と
は
、
第
十
九
条
の
三
、
第
五
十
七
条
の
三
第
二
項
、
第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
二
項
及
び

第
五
十
七
条
の
四
第
二
項
を
除
き
、
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
児
童
を
現
に
監
護
す
る
者
を
い
う
。

第
六
条
の
二

こ
の
法
律
で
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
と
は
、
児
童
又
は
児
童
以
外
の
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者
（
以
下
「
児
童

等
」
と
い
う
。
）
が
当
該
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
し
、
及
び
そ
の
生
命
に
危

険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
療
養
の
た
め
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
社
会
保

障
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
る
疾
病
を
い
う
。

②

こ
の
法
律
で
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
と
は
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
（
以
下
「
指
定
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
に
通
い
、
又
は
入
院
す
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
児
童
等
（
政
令
で
定



三
頁

め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
疾
病
の
状
態
が
当
該
小
児
慢
性

特
定
疾
病
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣
が
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
定
め
る
程
度
で
あ
る
も
の
に
対
し
行
わ
れ
る
医
療

（
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

第
一
節

療
育
の
指
導
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
等

第
一
款

療
育
の
指
導

第
二
款

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給

第
一
目

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給

第
十
九
条
の
二

都
道
府
県
は
、
次
条
第
三
項
に
規
定
す
る
医
療
費
支
給
認
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
医
療
費
支
給
認
定

」
と
い
う
。
）
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
が
、
次
条
第
六
項
に
規
定
す
る
医
療
費
支
給
認
定
の
有
効
期
間
内
に
お

い
て
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
当
該
医
療

費
支
給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
（
以
下
「
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け



四
頁

た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
に
係
る
同
条
第
七
項
に
規
定
す

る
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
（
次
項
に
お
い
て
「
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
指
定
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
支
援
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
を
支
給
す
る
。

②

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
と
す
る
。

一

同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
（
食
事
療
養
（
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号

）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
事
療
養
を
い
う
。
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条

の
二
十
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
に
つ
き
健
康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ

り
算
定
し
た
額
か
ら
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
の
家
計
の
負
担
能
力
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性

特
定
疾
病
児
童
等
の
治
療
の
状
況
又
は
身
体
の
状
態
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
他
の
医

療
費
支
給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
及
び
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第

号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
認
定
を
受
け
た
指
定
難
病
（
同
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
難
病
を
い
う
。
）
の
患
者
の
数
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
政
令
で
定
め
る
額
（
当
該
政
令
で
定
め
る
額
が
当
該

算
定
し
た
額
の
百
分
の
二
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
相
当
す
る
額
）
を
控
除
し
て
得
た
額



五
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二

当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
（
食
事
療
養
に
限
る
。
）
に
つ
き
健
康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の

算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
、
健
康
保
険
法
第
八
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
食
事
療
養
標
準
負
担
額
、
医

療
費
支
給
認
定
保
護
者
の
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
を
控
除
し
た
額

③

前
項
に
規
定
す
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と

を
適
当
と
し
な
い
と
き
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
九
条
の
三

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
保
護
者
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人

そ
の
他
の
者
で
、
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
を
現
に
監
護
す
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
五
十
七
条
の
三
第
二

項
、
第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
二
項
及
び
第
五
十
七
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
の
定
め
る
医
師
（
以
下
「
指
定
医
」
と

い
う
。
）
の
診
断
書
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
が
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
か
か
つ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
小
児
慢
性
特

定
疾
病
の
状
態
が
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
と
し
て
厚



六
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生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
添
え
て
、
都
道
府
県
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

指
定
医
の
指
定
の
手
続
そ
の
他
指
定
医
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

③

都
道
府
県
は
、
第
一
項
の
申
請
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
が
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
か
か
つ
て
お
り
、
か
つ
、

当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
状
態
が
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
程
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
を
支
給
す
る
旨
の
認
定
（
以
下
「
医
療
費
支
給
認
定
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も

の
と
す
る
。

④

都
道
府
県
は
、
第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
医
療
費
支
給
認
定
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
（
申
請
の
形

式
上
の
要
件
に
適
合
し
な
い
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
条
第
一
項
に

規
定
す
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
に
当
該
申
請
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
保
護
者
に
つ
い
て
医
療
費
支
給

認
定
を
し
な
い
こ
と
に
関
し
審
査
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤

都
道
府
県
は
、
医
療
費
支
給
認
定
を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
機
関
の
中
か
ら
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
が
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を

受
け
る
も
の
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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⑥

医
療
費
支
給
認
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
（
次
項
及
び
第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
医
療
費

支
給
認
定
の
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）
内
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

⑦

都
道
府
県
は
、
医
療
費
支
給
認
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
を
受
け
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
保

護
者
（
以
下
「
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
医
療
費
支

給
認
定
の
有
効
期
間
を
記
載
し
た
医
療
受
給
者
証
（
以
下
「
医
療
受
給
者
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧

医
療
費
支
給
認
定
は
、
そ
の
申
請
の
あ
つ
た
日
に
遡
つ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

⑨

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
医
療
受
給
者
証
を
提
示
し
て
指
定

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
医
療
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

⑩

医
療
費
支
給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
が
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
機
関
か
ら
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
受
け
た
と
き
（
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
に
係
る
医
療
費
支

給
認
定
保
護
者
が
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
医
療
受
給
者
証
を
提
示
し
た
と
き
に
限
る
。
）
は
、
都
道
府
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県
は
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
が
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
支
払
う
べ
き
当
該
指
定
小
児
慢
性
特

定
疾
病
医
療
支
援
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
と
し
て
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
に
支
給

す
べ
き
額
の
限
度
に
お
い
て
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑪

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
に
対
し
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の

支
給
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
十
九
条
の
四

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
を
行
わ
せ
る
た
め
、
都
道
府
県
に
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
を
置
く
。

②

小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
の
委
員
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
関
し
知
見
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
関
係
者
の
う
ち
か

ら
、
都
道
府
県
知
事
が
任
命
す
る
。

③

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。

④

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
に
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。



九
頁

第
十
九
条
の
五

医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
は
、
現
に
受
け
て
い
る
医
療
費
支
給
認
定
に
係
る
第
十
九
条
の
三
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

都
道
府
県
は
、
前
項
の
申
請
又
は
職
権
に
よ
り
、
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
に
対
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
認
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
都
道
府
県
は
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
に
対
し
医
療
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

③

都
道
府
県
は
、
前
項
の
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
認
定
を
行
つ
た
と
き
は
、
医
療
受
給
者
証
に
当
該
変
更
の
認
定
に
係

る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
六

医
療
費
支
給
認
定
を
行
つ
た
都
道
府
県
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
医
療
費
支
給
認
定
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
。

一

医
療
費
支
給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
が
、
そ
の
疾
病
の
状
態
、
治
療
の
状
況
等
か
ら
み
て
指
定
小
児

慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
。
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二

医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
が
、
医
療
費
支
給
認
定
の
有
効
期
間
内
に
、
当
該
都
道
府
県
以
外
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に

居
住
地
を
有
す
る
に
至
つ
た
と
認
め
る
と
き
。

三

そ
の
他
政
令
で
定
め
る
と
き
。

②

前
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
費
支
給
認
定
の
取
消
し
を
行
つ
た
都
道
府
県
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
取
消
し
に
係
る
医
療
費
支
給
認
定
保
護
者
に
対
し
、
医
療
受
給
者
証
の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
七

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
は
、
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
状
態
に
つ
き
、
健
康
保
険
法
の
規
定

に
よ
る
家
族
療
養
費
そ
の
他
の
法
令
に
基
づ
く
給
付
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の

支
給
に
相
当
す
る
も
の
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
政
令
で
定
め
る
限
度
に
お
い
て
、
当
該
政
令
で
定
め
る
給
付
以
外

の
給
付
で
あ
つ
て
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
お
い
て
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
相
当
す
る
も
の
が
行
わ

れ
た
と
き
は
そ
の
限
度
に
お
い
て
、
行
わ
な
い
。

第
十
九
条
の
八

こ
の
目
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
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省
令
で
定
め
る
。

第
二
目

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関

第
十
九
条
の
九

第
六
条
の
二
第
二
項
の
指
定
（
以
下
「
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
薬
局
の
開
設
者
の
申
請
が
あ
つ
た
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

②

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
小
児

慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

で
あ
る
と
き
。

二

申
請
者
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
保
健
医
療
若
し
く
は
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
規
定
に
よ

り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。
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三

申
請
者
が
、
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
で
あ
る
と
き
。

四

申
請
者
が
、
第
十
九
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取

消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者
（
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た

者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十

五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
又
は
そ
の
医
療
機
関
の
管
理
者
（
以
下
「
役

員
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
み
、
当
該
指
定
小

児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
通
知
が
あ
つ
た
日
前

六
十
日
以
内
に
当
該
者
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
当
該
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。

）
で
あ
る
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
取
消
し
が
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
取
消
し
の
う
ち
当
該
取
消

し
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
事
実
そ
の
他
の
当
該
事
実
に
関
し
て
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
開
設
者
が

有
し
て
い
た
責
任
の
程
度
を
考
慮
し
て
、
こ
の
号
本
文
に
規
定
す
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
取
消

し
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
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す
る
場
合
を
除
く
。

五

申
請
者
が
、
第
十
九
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る

行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
つ
た
日
（
第
七
号
に
お
い
て
「
通
知
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
処
分

を
す
る
日
又
は
処
分
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
第
十
九
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定

疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
の
申
出
を
し
た
者
（
当
該
辞
退
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
）
で
、
当
該

申
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

六

申
請
者
が
、
第
十
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
聴
聞
決
定
予
定
日
（
当
該
検
査
の
結

果
に
基
づ
き
第
十
九
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
聴

聞
を
行
う
か
否
か
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知

事
が
当
該
申
請
者
に
当
該
検
査
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
特
定
の
日
を
通
知
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
日

を
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
第
十
九
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
の
申
出

を
し
た
者
（
当
該
辞
退
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
）
で
、
当
該
申
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

し
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

http://kensaku.kudan.hq.admix.go.jp/SOUMU/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%95%bd%8c%dc%96%40%94%aa%94%aa&REF_NAME=%8d%73%90%ad%8e%e8%91%b1%96%40%91%e6%8f%5c%8c%dc%8f%f0&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001500000000000000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001500000000000000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001500000000000000000000000000000
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七

第
五
号
に
規
定
す
る
期
間
内
に
第
十
九
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退

の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
、
通
知
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
申
出
に
係
る
法
人
（
当
該
辞
退
に
つ
い

て
相
当
の
理
由
が
あ
る
法
人
を
除
く
。
）
の
役
員
等
又
は
当
該
申
出
に
係
る
法
人
で
な
い
者
（
当
該
辞
退
に
つ
い
て
相
当

の
理
由
が
あ
る
者
を
除
く
。
）
の
管
理
者
で
あ
つ
た
者
で
、
当
該
申
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
で

あ
る
と
き
。

八

申
請
者
が
、
前
項
の
申
請
前
五
年
以
内
に
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し

た
者
で
あ
る
と
き
。

九

申
請
者
が
、
法
人
で
、
そ
の
役
員
等
の
う
ち
に
前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

十

申
請
者
が
、
法
人
で
な
い
者
で
、
そ
の
管
理
者
が
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
。

③

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
小

児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
申
請
に
係
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
が
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険

医
療
機
関
若
し
く
は
保
険
薬
局
又
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
所
若
し
く
は
施
設
で
な
い
と
き
。



一
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二

当
該
申
請
に
係
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
若
し
く
は
薬
局
又
は
申
請
者
が
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関

し
診
療
又
は
調
剤
の
内
容
の
適
切
さ
を
欠
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
重
ね
て
第
十
九
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
る
指
導
又
は

第
十
九
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
き
。

三

申
請
者
が
、
第
十
九
条
の
十
七
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
薬
局
が
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
機
関
と
し
て
著
し
く
不
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
き
。

第
十
九
条
の
十

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
は
、
六
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の

経
過
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

②

健
康
保
険
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術

的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
十
九
条
の
十
一

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
良
質
か
つ
適
切
な
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小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
の
十
二

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
診
療
方
針
は
、
健
康
保
険
の
診
療
方
針
の
例
に
よ
る
。

②

前
項
に
規
定
す
る
診
療
方
針
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
及
び
こ
れ
に
よ
る
こ
と
を
適
当
と
し
な
い
と
き
の
診
療
方

針
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
九
条
の
十
三

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
実
施
に
関
し
、
都
道
府
県
知

事
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
の
十
四

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
は
、
当
該
指
定
に
係
る
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨

を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一
七
頁

第
十
九
条
の
十
五

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
は
、
一
月
以
上
の
予
告
期
間
を
設
け
て
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
機
関
の
指
定
を
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
の
十
六

都
道
府
県
知
事
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
実
施
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
若
し
く
は
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
、
医
師
、

薬
剤
師
そ
の
他
の
従
業
者
で
あ
つ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
開
設
者
で
あ
つ
た
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報
告

若
し
く
は
診
療
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
開

設
者
若
し
く
は
管
理
者
、
医
師
、
薬
剤
師
そ
の
他
の
従
業
者
（
開
設
者
で
あ
つ
た
者
等
を
含
む
。
）
に
対
し
出
頭
を
求
め
、

又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
つ
い
て
設
備
若
し

く
は
診
療
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、

か
つ
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。



一
八
頁

④

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
若
し
く
は
提
出
若
し

く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ

、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
対
す
る
小
児
慢
性
特
定

疾
病
医
療
費
の
支
払
を
一
時
差
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条
の
十
七

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
第
十
九
条
の
十
一
又
は
第
十
九
条
の
十
二

の
規
定
に
従
つ
て
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
行
つ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
機
関
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
第
十
九
条
の
十
一
又
は
第
十
九
条
の
十
二
の
規
定
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
勧

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
勧
告
を
受
け
た
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病

医
療
機
関
の
開
設
者
が
、
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
開
設
者
が
、
正
当
な

理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
開
設
者
に



一
九
頁

対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定

疾
病
医
療
機
関
に
係
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
小
児
慢

性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
第
十
九
条
の
九
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
九
号
又
は
第
十
号
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

二

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
第
十
九
条
の
九
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
。

三

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
第
十
九
条
の
十
一
又
は
第
十
九
条
の
十
二
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

四

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
つ
た
と
き
。

五

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
第
十
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
若
し
く
は
診
療
録
、
帳
簿
書

類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。



二
〇
頁

六

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
開
設
者
又
は
従
業
者
が
、
第
十
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求

め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関

の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機

関
の
開
設
者
が
相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽
く
し
た
と
き
を
除
く
。

七

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
た

と
き
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他
国
民
の
保
健
医
療
若
し

く
は
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
に
関
し
不

正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き
。

十

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
役
員
等
の
う
ち
に
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
機
関
の
指
定
の
取
消
し
又
は
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
の
停
止



二
一
頁

を
し
よ
う
と
す
る
と
き
前
五
年
以
内
に
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者

が
あ
る
に
至
つ
た
と
き
。

十
一

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
法
人
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
管
理
者
が
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
機
関
の
指
定
の
取
消
し
又
は
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
の
停
止
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
前
五
年
以
内
に
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者
で
あ

る
に
至
つ
た
と
き
。

第
十
九
条
の
十
九

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
し
た
と
き
。

二

第
十
九
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
の
変
更
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
が

あ
つ
た
と
き
。

三

第
十
九
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
つ
た
と
き
。

四

前
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
。



二
二
頁

第
十
九
条
の
二
十

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
診
療
内
容
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費

の
請
求
を
随
時
審
査
し
、
か
つ
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
第
十
九
条
の
三
第
十
項
の
規
定
に
よ
つ
て
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
額
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
は
、
都
道
府
県
知
事
が
行
う
前
項
の
決
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
小
児
慢
性

特
定
疾
病
医
療
費
の
額
を
決
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十

九
号
）
に
定
め
る
審
査
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
に
定
め
る
国
民
健
康
保
険
診

療
報
酬
審
査
委
員
会
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
医
療
に
関
す
る
審
査
機
関
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④

都
道
府
県
は
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
対
す
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
払
に
関
す
る
事
務
を
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
、
国
民
健
康
保
険
法
第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以
下
「

連
合
会
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
よ
る
不
服
申
立
て



二
三
頁

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
九
条
の
二
十
一

こ
の
目
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
三
目

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業

第
十
九
条
の
二
十
二

都
道
府
県
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
と
し
て
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
に

対
す
る
医
療
及
び
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
福
祉
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
、
そ

の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

②

都
道
府
県
は
、
前
項
に
掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。



二
四
頁

一

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
に
お
い
て
、
一
時
的
に
預
か
り
、
必
要
な
療
養
上

の
管
理
、
日
常
生
活
上
の
世
話
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
事
業

二

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
が
相
互
の
交
流
を
行
う
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す

る
事
業

三

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
に
対
し
、
雇
用
情
報
の
提
供
そ
の
他
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
就
職
に
関
し
必
要
な

支
援
を
行
う
事
業

四

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
を
現
に
介
護
す
る
者
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
業

五

そ
の
他
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
自
立
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
業

③

都
道
府
県
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
関
係
機
関
並
び
に
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
及
び

そ
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

④

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
。



二
五
頁

第
四
款

雑
則

第
二
十
一
条
の
四

国
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
治
療
方
法
そ
の
他
小
児
慢
性
特
定
疾
病
そ
の
他
の
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
児
童
等
（
第
三
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
疾
病
児
童
等
」
と
い
う
。
）
の

健
全
な
育
成
に
資
す
る
調
査
及
び
研
究
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

②

国
は
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
の
推
進
に
当
た
つ
て
は
、
難
病
（
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法

律
第
一
条
に
規
定
す
る
難
病
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
患
者
に
対
す
る
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
確
保

を
図
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
難
病
の
発
病
の
機
構
、
診
断
及
び
治
療
方
法
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
と
の
適
切
な
連
携
を
図

る
よ
う
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

③

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
の
成
果
を
適
切
な
方
法
に
よ
り
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
治
療
方

法
そ
の
他
疾
病
児
童
等
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
者
、
医
師
、
疾
病
児
童
等
及
び
そ
の
家
族
そ
の
他

の
関
係
者
に
対
し
て
積
極
的
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

④

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
の
成
果
を
提
供
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
個



二
六
頁

人
情
報
の
保
護
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
実
施
そ
の
他
の
疾
病
児
童
等
の

健
全
な
育
成
に
係
る
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

五
の
二

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用

五
の
三

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用

六
～
九

（
略
）

第
五
十
三
条

国
庫
は
、
第
五
十
条
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
の
二
及
び
第
九
号
を
除
く
。
）
及
び
第
五
十
一
条

（
第
四
号
及
び
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
地
方
公
共
団
体
の
支
弁
す
る
費
用
に
対
し
て
は
、
政



二
七
頁

令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
。

第
五
十
六
条

（
略
）

②
～
④

（
略
）

⑤

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担
能
力
の
認
定
又
は
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
費
用
の
徴
収
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署

に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
閲
覧
又
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
徴
収
は
、
こ
れ
を
本
人
又
は
そ
の
扶
養
義
務
者
の
居
住
地
又
は
財
産
所

在
地
の
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
嘱
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
費
用
を
、
指
定
の
期
限
内
に
納
付
し
な
い
者
が
あ
る
と
き
は
、
第

一
項
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
国
税
の
、
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
地
方
税
の
滞
納
処
分
の

例
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
徴
収
金
の
先
取
特
権
の
順
位
は
、
国
税
及
び
地
方
税
に
次
ぐ
も

の
と
す
る
。



二
八
頁

第
五
十
七
条
の
二

（
略
）

②

（
略
）

③

都
道
府
県
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
又
は
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
を
受

け
た
者
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
又
は
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
額
に
相
当
す
る

金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

都
道
府
県
は
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費

の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
対
し
、
そ
の
支
払
つ
た
額
に
つ
き
返
還
さ
せ
る
ほ

か
、
そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤

都
道
府
県
は
、
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
障
害
児
入
所
給
付
費
若
し
く
は
特
定
入

所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
又
は
障
害
児
入
所
医
療
費
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
に
対
し
、

そ
の
支
払
つ
た
額
に
つ
き
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、
そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。



二
九
頁

⑥

前
各
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
一
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
法
律
で
定
め
る
歳
入
と
す

る
。

第
五
十
七
条
の
三

（
略
）

②

都
道
府
県
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児

童
等
の
保
護
者
若
し
く
は
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ

ら
の
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質

問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

都
道
府
県
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
の
保
護
者
若
し
く
は

障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は

文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

第
十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
は
前
三
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
三
項
の
規
定
に

よ
る
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。



三
〇
頁

第
五
十
七
条
の
三
の
二

（
略
）

②

第
十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規

定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
の
三
の
三

（
略
）

②

厚
生
労
働
大
臣
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関
し
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道

府
県
の
知
事
と
の
密
接
な
連
携
の
下
に
、
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の

保
護
者
又
は
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
保
護
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
係

る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
内
容
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、

又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
障
害
児
入
所
給
付

費
等
の
支
給
に
係
る
障
害
児
の
保
護
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
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に
係
る
障
害
児
入
所
支
援
の
内
容
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当

該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障

害
児
通
所
支
援
若
し
く
は
障
害
児
相
談
支
援
を
行
つ
た
者
若
し
く
は
こ
れ
を
使
用
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
行
つ
た
障
害
児
通

所
支
援
若
し
く
は
障
害
児
相
談
支
援
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
当
該
障
害
児
通
所
支
援
若
し
く
は
障
害
児
相
談
支
援
の
提
供

の
記
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

⑤

厚
生
労
働
大
臣
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関
し
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道

府
県
の
知
事
と
の
密
接
な
連
携
の
下
に
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
行
つ
た
者
又
は
こ
れ
を
使
用
し
た
者
に
対
し
、

そ
の
行
つ
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
提
供
の
記
録

、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

⑥

厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
入
所
支
援
を
行



三
二
頁

つ
た
者
若
し
く
は
こ
れ
を
使
用
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
行
つ
た
障
害
児
入
所
支
援
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
当
該
障
害
児
入

所
支
援
の
提
供
の
記
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
関
係
者
に
対
し
質

問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦

第
十
九
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
は
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
は
前
各
項
の
規
定
に

よ
る
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
の
四

（
略
）

②

都
道
府
県
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児

童
等
の
保
護
者
又
は
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
資
産
又
は
収

入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他

の
機
関
若
し
く
は
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
保
護
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

都
道
府
県
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
の
保
護
者
又
は
障
害

児
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
資
産
又
は
収
入
の
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
に
対
し
必
要
な
文
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書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
障
害
児
の
保
護
者
の
雇
用
主

そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
の
五

（
略
）

②

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
、
障
害
児
通
所
給
付
費
等
及
び
障
害
児
入
所
給
付
費
等
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担

保
に
供
し
、
又
は
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③

（
略
）

第
五
十
九
条
の
五

第
十
九
条
の
十
六
第
一
項
、
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
六

、
第
四
十
六
条
及
び
第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
事
務
は
、
児
童
の

利
益
を
保
護
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知

事
が
行
う
も
の
と
す
る
。

②
・
③

（
略
）



三
四
頁

第
六
十
条
の
二

小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
の
委
員
又
は
そ
の
委
員
で
あ
つ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
職
務
上

知
り
得
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
行
つ
た
者
の
業
務
上
の
秘
密
又
は
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
き
は
、
一
年
以

下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

②

第
五
十
六
条
の
五
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
第
九
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
服
審
査
会
の
委
員
又
は
委
員
で
あ
つ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
職
務

上
知
り
得
た
障
害
児
通
所
給
付
費
又
は
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
を
行
つ
た
者
の
業
務
上

の
秘
密
又
は
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

③

（
略
）

第
六
十
二
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
～
三

（
略
）

四

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
十
九
条
の
十
六
第
一
項
、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
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て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
一
項
（
第
二
十
四
条
の
十
九
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
四
条
の
十
五
第
一
項
、
第
二
十
四
条
の
三
十
四
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
の
三
十
九
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の

提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
立
入
り
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

五

（
略
）

六

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の

提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

七

（
略
）

第
六
十
二
条
の
五

第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く
は

提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る



三
六
頁

当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
六
十
二
条
の
六

都
道
府
県
は
、
条
例
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る

規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
十
九
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
又
は
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
所
受
給
者
証

の
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者

二

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
七
条
の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し

く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に

よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
、
第
六
条
及
び
第
十
一
条
の
規



三
七
頁

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

第
二
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
（
以
下
「
新

法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
行
わ
れ
た
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
福
祉
法

第
二
十
一
条
の
五
の
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
都
道
府
県
及
び
国
庫
の
負
担
、
同
条
に
規
定
す
る
医
療
の
給

付
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用
に
係
る
支
払
命
令
並
び
に
当
該
費
用
に
つ
い
て
の
本
人
又
は
そ
の
扶
養

義
務
者
か
ら
の
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



三
八
頁

（
施
行
前
の
準
備
）

第
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
小
児
慢

性
特
定
疾
病
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
は
、
施
行
日
に
お
い
て
新
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
小
児
慢
性
特

定
疾
病
の
状
態
の
程
度
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
状
態
の
程
度
は
、
施
行
日
に
お
い
て
新
法
第
六
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り

、
指
定
医
の
指
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
医
は
、
施
行
日
に
お
い
て
新
法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。



三
九
頁

７

都
道
府
県
知
事
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
十
九
条
の
四
（
第
三
項
を
除
く
。
）
の
規
定
の
例
に
よ

り
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

８

前
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
は
、
施
行
日
に
お
い
て
新
法
第
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
り

置
か
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

９

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
の
委
員
の
任
期
は
、
新
法
第
十
九
条
の
四
第
三
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
条
例
の
制
定
又
は
改
正
、
新
法
第
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
医
療
費
支
給
認
定

10
の
手
続
、
新
法
第
十
九
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ

の
法
律
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お

け
る
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



四
〇
頁

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
六
条

こ
の
附
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。



児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
六
年
五
月
二
十
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
診
断
基
準
の
作
成
に
係
る
研
究
状
況
等
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
と
と
も

に
、
疾
病
数
の
上
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
医
学
、
医
療
の
進
歩
等
を
踏
ま
え
て
、
類
縁
疾
患
も
含
め
、
対
象
と
す
る
こ

と
。
ま
た
、
今
後
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
患
者
の
治
療
状
況
や
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
指
定
さ

れ
た
経
緯
等
も
考
慮
し
つ
つ
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
。

二
、
身
近
な
地
域
で
の
支
援
の
重
要
性
か
ら
大
都
市
特
例
が
規
定
さ
れ
て
い
る
趣
旨
を
踏
ま
え
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費

の
支
給
に
要
す
る
費
用
の
確
保
を
は
じ
め
、
引
き
続
き
、
指
定
都
市
及
び
中
核
市
が
適
切
に
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

三
、
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
療
養
を
必
要
と
す
る
児
童
等
が
地
域
に
お
い
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
指
定
医
療
機
関
及
び
指
定
医
の
指
定
に
当
た
り
地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
専
門
医
の
育



成
及
び
医
療
機
関
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
通
じ
た
情
報
の
共
有
化
を
含
め
た
医
療
連
携
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
小
児
慢
性

特
定
疾
病
登
録
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
入
力
率
及
び
精
度
の
向
上
を
図
る
な
ど
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

さ
ら
に
、
本
改
正
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
が
策
定
す
る
医
療
計
画
の
見
直
し
に
際
し
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
医
療
提
供
体

制
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

四
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
任
意
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
間
格
差
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
、
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

五
、
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
療
養
を
必
要
と
す
る
児
童
等
が
成
人
し
て
も
切
れ
目
の
な
い
医
療
及
び
自
立
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
指
定
難
病
の
拡
大
、
自
立
支
援
事
業
の
取
組
促
進
等
を
図
る
と
と

も
に
、
就
労
状
況
や
生
活
実
態
を
適
宜
調
査
し
、
成
人
後
の
継
続
し
た
医
療
や
成
人
に
対
す
る
各
種
自
立
支
援
と
の
連
携
強

化
に
鋭
意
取
り
組
み
、
そ
の
確
立
を
図
る
こ
と
。
特
に
自
立
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童

等
や
そ
の
家
族
等
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
向
を
十
分
反
映
す
る
こ
と
。

六
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
対
策
の
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
の
一
つ
は
治
療
法
の
確
立
で
あ
り
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の

原
因
究
明
、
治
療
法
の
研
究
開
発
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
そ
の
た
め
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た



研
究
開
発
の
た
め
の
必
要
な
予
算
の
確
保
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
既
に
薬
事
承
認
、
保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
に
つ
い

て
は
、
治
験
等
に
よ
る
有
効
性
、
安
全
性
等
の
確
認
に
基
づ
き
、
そ
の
効
能
・
効
果
の
追
加
を
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

七
、
良
質
か
つ
適
切
な
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
の
実
施
そ
の
他
の
疾
病
児
童
等
の
健
全
な
育
成
に
係
る
施
策
の
推
進
を

図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
の
策
定
及
び
本
法
施
行
後
の
各
種
施
策
の
進
捗
状
況
等
の
検
証
・
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
社
会

保
障
審
議
会
に
お
い
て
、
広
く
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
、
そ
の
家
族
団
体
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
施
策
に
係
る
知
見
を

有
す
る
学
識
経
験
者
、
地
方
公
共
団
体
等
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
向
を
十
分
反
映
す
る
こ
と
。

八
、
本
法
の
基
本
理
念
で
あ
る
児
童
の
健
全
育
成
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
に
つ
い
て
、
学
校
や
地
域

社
会
な
ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
国
民
や
企
業
な
ど
の
理
解
の
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
長
期
入
院
児
童
等
に
対
す
る

学
習
支
援
を
含
め
た
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
平
等
な
教
育
機
会
の
確
保
や
精
神
的
ケ
ア
及
び
就
労
支
援
の
一
層
の
充

実
な
ど
、
社
会
参
加
の
た
め
の
施
策
に
係
る
措
置
を
早
急
か
つ
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

施
策
を
充
実
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


